2013年6月19日
第11回＠グル学　１３：００～

メンバー：さとみん、まるちゃん、おかちゃん、さはるん、ひらっち、りーこ

≪前回の立てた論≫

P.P.

①今日社会的には「教養がない人が多い」、「以前に比べて若者は教養がない」「国会などの野次馬は教養がないからだ」等と言われている（★要エビデンス）

↓
それに対して…
②大学を多様化（マス化）することで、リベラルアーツ大学やら教養を進める大学やらが増え始めた。（★文科省「２１世紀～」）

多様化は教養の重視だけを目的とはしていないのではないか？

⇒リベラル・アーツ学部や教養学部の増加は教養ある人材育成のためであるか？

↓

しかし…
③大学の多様化によって教養がある人は増えたのか？いや、増えていないのでは！？（★要・教養ある人が増加していないというデータlike企業が１９９８年以前から今でも教養ある人を求め続けているというデータとか）

↓

それが言えたら…
R.Q.

④そもそも、教養は教育できるものなのか？いや、できないんじゃないか！？（★要エビデンスlike各大学のアンケートとかでカリキュラムで教えようとしているし、教養と実際生徒が身につけられたと考えるものの不一致データ等）

↓

⑤日本の高等教育は、アメリカの大学スタイルを模倣した。よって歴史的にアメリカの大学をみていこう！！

↓

⑥アメリカでは教養は教育できていたのか？何かしらの指標や指針があるのか？（先行研究とかでアメリカの教養教育に対する評価とかも見ながら）
↓

⑦日本とアメリカとの教養教育の違いは何か？

（アメリカができていることがあるとしたらlikeアメリカでは大学院などへいってlate-specializationを行うことで教養が完成する！とか）

日本の教養教育の評価などを先行研究で見る。先行研究における問題点、指摘。

↓

⑧仮説！！！！

↓

⑨示唆（私たちが思う教養教育のあるべき姿・今後の展望）

ここでディスカッションとかできたらええな。

ここで先生にとっても新鮮な提案ができたらなおgood！

わりとしっかりめなかんじで。

↓

⑩残された課題
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◆これを踏まえて、①③④で必要なデータを調べてきた。

①について、

『今日社会的には「教養がない人が多い」、「以前に比べて若者は教養がない」「国会などの野次馬は教養がないからだ」等と言われている』

・東大の広報とか、単純に「教養」が不足しているデータ
③について、

③大学の多様化によって教養がある人は増えたのか？いや、増えていないのでは！？（教養ある人材が求めつづけられているエビデンス）
・中部○○センター：大学生が学ぶべき科目を提示した上で、人文科学の軽視を指摘。

・経産省：社会人基礎力

・なにを教養ととらえているのかによる
④について、

④そもそも、教養は教育できるものなのか？いや、できないんじゃないか！？
・国立大学の教養教育に関する評価（各大学が学生アンケートや進路状況などをふまえ自己評価）

・身についたことをアピールするアンケートばっか・・・。

⇒項目によって身についているものといないものがまばら。

教養がなにかわからない学生が多い

行き詰り・・・・・・・・・・・・

ポイントとしては

・軽視・重視は測れない。それから離れた論展開ができないか

・アメリカでいう教養はなにか？

・教養がある、教養がついたといったことの指標がない

ここらへんがNGなのだと思われる。

≪おまけ★≫

ちょっと考えたこと・・・byさはるん＆りーこ（文科省ベース）

≪HW≫

・明日は早く寝る（これmustで！金曜は体力勝負です！！）

・今までの内容を議事録やレジュメを使って整理する。レジュメは今日中にHPにあげちゃいましょう！

・参考文献をしっかり既読にあげる！

・時間あったり、気になることがある人は調べておいてね★

⇒とにかくここから詰め詰めになります。今のうちにできることはやって、しっかり寝て、しっかり食べて、本番にむけてがんばっていきましょう＼(゜ロ＼)(／ロ゜)／
